駿府における「百人組合火消」の機能 : 近世都市における火消の一側面について by 青木, 祐一
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表1 年行事組合町
順番 組 合 町 日数
1 呉服町1 ､ 呉服町2 ､ 呉服町3 60
2 札之辻町､ 呉版町4 ､ 呉服町5 60
3 呉服町6 ､ 江川町 60
4 新谷町 ､ 横内町 ､ 紺屋 町 90
5 両替町4 ､ 両替町 5 ､ 両替町6 60
6 平屋町 ､ 江尻町 ､ 下魚町 60
7 下石町 1 ､ 下石町2 ､ 下石町 3 60
8 七間町 1 ､ 七間町2 ､ 七間町3 60
9 両替町 1 ､ 両替町2 ､ 両替町3 60
10 上石町 1 ･ 2 ､ 梅屋町 60
ll 人宿町 1 ･ 2 ､ 人宿町3 60
12 寺町 1 ･ 2 ､ 寺町3 ､ 寺町4 ､ 新通 1 60
13 新通3■･ 4 ､ 新通5 60
14 本通8 ､ 本通9 60
15 本通6 ､ 本通7 60
16 本通3 ､ 本通4 ､ 本通5 60
17 本通1 ､ 本通2 ､ 四 つ 足町 60
18 馬場町 ､ 宮ケ崎町､ 車町 90
19 上 . 下草深町 30
20 安倍町 ､ 安西 1､ 安西 2 60
21 柚木町 ､ 土太夫町 ､ 茶町1 ､ 茶町 2 60
計62町､ 町頭57名 1290
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表2 年行事を勤めない 町とその 理由
勤 め な い 理 由 町 名
公役町 (15 町)
下桶屋 町 ､ 鍛冶町 ､ 上大工 町 ､ 研屋町､ 西寺町大鋸町 ､ 上桶屋 町 ､ 御器屋
町､ 本通川越町 ､ 本退場添町 ､ 新通川越町､ 新通大工 町 (新通 2)､ 新通
6 ､ 新通7 ､ 上 ･ 下伝馬町
地子 ･ 年貢負担町(11町)
安西3 ､ 安西4 ､ 安西 5 ､ 材木町 ､ 上棟田町 ､ 鋳物師町 ､ 八幡町 ､ 御自所
町 ､ 院内町 ､ 猿屋町 ､ 下横田町
門前町 (4町) 花陽院門前町､ 常鹿町､ 西寺町 ､ 藤右衛門町
その他 (4 町)
横内田町 (横内町 に付属)､ 上魚町 (金座後藤家拝領地)､ 安倍川 町 (遊女
町)､ 毛皮町 (皮多町)
合計 34町
表 3 火消組町割
級 町 名
太鼓組
新通1 ､ 新通3 ･ 4 ､ 寺町 1 ･ 2 ､ 梅屋町 ､ 上石町 1 ･ 2 ､ 人相町l ･ 2 ､ 鋳物師町､ 御台
所町 ､ 上横田町 ､■ 院内町 ､ 猿屋町 (11町)
井筒組
四つ 足町､ 呉服町1 ､ 両替町 1 ､ 本通4､ 本通5 ､ 本通6､ 下魚町､ 江尻町､ 平屋 町､ 下桶
屋町 ､ 鍛冶町 ､ 両替町4 ､ 両替町5 ､ 両替町6 ､ 横内町 (15町)
輪遠祖 評5､ 新通6 ､ 本通 9 ､ 本通8 ､ 本通7､ 上下草深町 ､ 御器屋町 ､ 安 削 ､ 安西 2 (9
軍配組
人宿町3 ､ 寺町3 ､ 寺町4 ､ 藤右衛門町､ 七間町1 ､ 七 間町2 ､ 七聞町3､ 下石町 1 ､ 下石
町2 ､ 下石町3 ､ 茶町 1 ､ 茶町2 ､ 上桶屋町 ､ 土太夫町 ､ 柚木町､ 研屋 町 (16 町)
蛇目組
宮ケ崎町 ､ 馬場町､ 車町 ､ 江川町､ 新谷町 ､ 呉服町6 ､ 呉服町 5 ､ 呉娘町4 ､ 呉服町3 ､ 呉
服町2 ､ 札之辻 町､ 両替町3 ､ 両替町2 (13町)
斧 組 上大工町 ､ 新通大工町､ 新通7 ､ 西寺町大鋸町 (4 町)
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駿府にお ける ｢百人組合火消+ の機能 (青木)
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表 4 百人組合火消町割
級 町 名
束
呉服町1 ､ 呉服町2 ､ 呉服町3 ､ 呉服町4 ､ 呉服町 5 ､ 呉服町6 ､ 両替町 5 ､ 両替町 6 ､ 鍛冶町､江川町 ､ 新谷町 ､ 紺屋町 ､ 伝馬町 ､ 八幡町 ､ 華陽院門前町､ 鋳物師町 ､ 御台所町､ 上横田町､ 院内町､ 凍屋町､ 下横田町 ､ 横内町 (22ケ町)
西
ヽ
フ
本通3 ､ 本通 4 ､ 本通5 ､ 本通6 ､ 本通7 ､ 本通8 ､ 本適9 ､ 本通川越 町､ 本通堤添町､ 研屋 町､上大工 町 ､ 西寺町大鋸町 ､ 梅屋 町 ､ 上石町1 ･ 2 ､ 新通1 ､ 新通大工 町､ 新通3 ･ 4 ､ 新通5 ､ 新畠6 ､ 新通 7､ 新通川越 町 (21ケ町)
南
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表5 ｢百人組合火消+ と火消年番が寄合に関わ っ た事例
番号[ 年 代 f 寄合内容 参加形態 塩 所
1 天保13年5月 雷電寺町会所の移転問題 惣出会の上 ､ 4 組に分かれて 1観ご とに相談し年行事 へ 答申
2 打
雷電寺
2 天保14年3月 日光社参還御 の 祝儀惣代を江戸 へ 派遣する件
惣出会の上願書を提出したが却
言晶㌣詣姦チ富駆署誓書栗
消年番 へ 申し出 るよう に年行事
が触を出す
雷電寺
3 天保14年4月 日光社参還御に
つ き町奉行所
へ 祝儀参上の 件
年行事が火鞘年番を招い て願書
が却下されたこ とを伝え､ 惣出
会の 上 願書を再提出
年行事当番宅､ 雷
電寺
4 天保1 5年4月 小前末
々 にまで 触を伝達する
よう口達が出された件
年行事と火消年番8 町＋他8 町
が相談の上 ､ 触の 都度爵印を取
るこ ととする
雷電寺
5 天保15年11月 雷電寺町会所の建て替え入用徴集の件
雷電寺氏子が年行事と火消年番
に申し入れをし ､ 組 ごとに相談
の上負担額と徴集方法を決定
6 弘化2年10月
雷電寺町会所の 建て 替えと座
敷の寺 へ 譲渡に つ い て ､ 普請
の中止と願書の 不備を指摘さ
れた件
各町 ご と に 小前か ら請印を取
り ､ 町 一 年啓 一 年行事と取り集
める ､ その 後年行事と火消年番
16町､ 他5町が寄合の 上 ､ 願書
の再提出を決定
雷電寺 ､ 年行事当
番宅
7 嘉永2年1月 呉服町1丁目友野与左衛門交易所設立願却下 に つ き
当番年行事 ､ 先年行事 ､ 火消年
番8町で再願はしな い ことに 決
定
8 嘉永3年3月
丸子宿俵物川越賃につ い て の
釆屋惣代の 願書却下 に つ き廻
状
8日に年行事が火鞘年番を招い
て相談 ､ 14E=子年行事から火消
年番宛に廻状が出される
9 寡永 5年11月 伝馬町助人足規定延長の件 年行事 が火消年番 を招い て 相談､ 組ごと に相談の上 決定
10 嘉永6年9月 将軍代替に
つ き祝儀の惣代出
府の件
惣出会の上 ､ 組ご とに相談して
答申 雷電寺
ll 安改元年12月 地震被害の大きい 町の 年行事を免除する件
惣出会で輿論が出たため ､ 年行
事が火消年番を招い て 相談
下 石 町 1 ･ 長 徳
寺､ 年行事当番宅
12 安政 5年9月 天明魔の積立仕法金のうち千両払い 下げ願書提出の件
ヽヽ
ヽ ヽ ′
金主惣代が年行事へ 申し入れ ､
年行事と火消年番が協議の上 ､
組ごと に相談して答申
下石町 1 ･ 長徳寺
13 正7t:エ ー 8 学 那 ノ ′ ./ J 顛 当 ての 三行 監 がJ ′ 潤 一 招 い て - ･ 談
14 文久元年11月 拝借金利息返済の延期願却下に つ き
r7
組ごと に相談の上 ､ 願書の再接
出を町から逆に迫られる
15 文久3年5月
一 橋中納言通行助人足 の御免
願提出の件
年行事が火消年番 と安倍町野
崎､ 茶 町1北村 を 招 い て相 談
し､ 惣出会の 上願書提出を決定
本通9 ･ 静玄寺､
呉服町3 ･ 難波屋
仁兵衛宅
16 文久3年5月 安倍川普請の御免願提出の件 年行事 ､ 火 消 年番､ 安倍町野崎 ､ 茶町l北村が相談
本通9･浄玄寺､呉服町
3 ･難波屋仁兵衛宅
1 7 文久3年7月 上洛下賜金 の配分に つ い て 年行事 ､ 火消年番､ 町方丁頭惣
代が立 ち会い の上割賦
呉服町3 ･ 難波屋
仁丘 衛宅
18 文久3年10月 上洛入用負担の 件 各町が 相談の 上年番
- 届け出
て ､ 年番から年行事- 届け出 る
/ ヽ
雷電寺
19 元治2年4月 久能山200年神忌に神酒献上の件
年行事と火消年番､ 丁頭惣代が
相談 雷電寺
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表6 火消年番が連署に加 わ っ た事例
番号 年 代 内 容 町方惣代 ･ 火消年番 年行事 連署者の構成
1 天保14年4月25日
日光社参還御につ
き奉行所 へ 祝儀参
上の 願書
l
町方惣代 (南) 札之辻町 ､ 七 間
町1 (東) 江川町 ､ 新谷町 (西)
新通大工町 ､ 本通6 (北) 土太
夫町､ 材木町/ 人宿町1 ･ 2 ､
本通5 ､ 人橋町 3 ､ 草深町 ､ 両
替町 1 ､ 下魚町 ､ 横内町
本通 2 ､
本通 1 ､
四 つ 足町
町方惣代15
町の 内､ 前
8町は火消
年番
2 弘化2年7月4 日
雷電 寺町会所普請
停止命令に つ き願
童
E耳
町方惣代四組年番(南)平屋 町､
江尻町 (東) 院内町､ 上棟田町
(西) 西 寺 町 大 鋸 町 ､ 新 通 5
(北) 御器屋 町､ 茶町2
梅屋 町 ､
上石 町 1
･ 2 丁目
町方惣代火
消年番8町
3 弘化2年10月2 4日
雷電寺町会所普請
停止命令に つ き願
童
Eヨ
惣代(北) 横内町 ､ 下横田町(西)
新通 6 ､ 上大工 町 (南) 両替町
3 ､ 両替町4 (北) 茶町1 ､ 宮
ケ 崎 町/上 石 町 1 ･ 2 ､ 梅 屋
町 ､ 新通1 ､ 寺町 4
人宿町1
･-2 ､ 人
宿町3
惣代12町の
内､ 前 の 8
町は火消年
香
4 嘉永2年1月29 日
友野与左衡門交易
所仮市場設立の願
塞
E ヨ
町方惣代 (栄) 呉服町 5 ､ 呉服
町6 (西) 本通8 ､ 御屋 町 (南)
寺町 1 ･ 2 ､ 寺町 3 (北) 本通
2 ､ 安西3
梅屋町､
上石町 1
･ 2
町方惣代 -
火消年番8
町
5 嘉永2年12月 4日
伝馬町助人足規定 町方惣代 (北) 安西 4 ､ 馬場町 本通3こ
本通4 ､
本通5
町方惣代 -
火消年番8
町
延長の件 ､ 町方 ･
楕方合意 につ き届
書
･ 車町 (西) 上 石町1 ･ 2 ､ 本
通 7 (南) 両替町1 ､ 両替町 2
(東)両替町 5 ､ 両替町6
6 嘉永4年2月6 日
釆穀高値に つ き廿
日会祭礼 を手軽に
開催する件請書
(蜘物年番･ 東) 呉服 町6(西)
西寺町大鋸町(南)七間町 1(北)
安西 4
札之辻町 蜘物年番4町
7 嘉永5年11月29日
伝馬町助人足規定
延長の件 ､ 町方 ･
宿方合意に つ き届
普
町方惣代 (束) 鋳物師町 ､ 八幡
町 (西) 西寺町大鋸町 ､ 新通大
工町 (南) 札之辻町 ､ 七 間町 1
(北) 材木町､ 土 太夫町
新通1 ､
寺町4 ､
寺町3 ､
寺町 1 ･
2
町方惣代 -
火消年番8
町
8 安改元年12月8 日
大地震 の御救 い へ
の冥加人足差 し出
しに つ き願書
町方惣代 (東) 呉服町1 ､ 呉服
町3 (南)下魚町 ､ 寺町 4 (西)
新通1 ､ 本通 9 (北) 安西 1 ､
安西 4/ 茶町1 ､ 安西 1 ､ 本通
1 ､ 相木町､ 土太夫町､ 安倍町
両 替 町
5､ 両替
町6 ､ 両
替町4
町方惣代14
町の 内 ､ 前
8町は火滞
年番
9 安政2年5月20 日 茶問屋仲間と山中の争論 につ き願書
四組年番 (北) 草深町 ､ 茶町2
(束) 下横 田町 (南) 江尻町､
平屋 町(西) 新通5 ､ 本通4/
町方丁頚惣代 上石町 1 ･ 2 ､
寺町4 ､ 本通9 ､ 本通3 ､ 呉服
町3 ､ 相 木 町､ 安 西3 ､ 安 西
4 ､ 札之辻町
七 間 町
2 ､ 七間
町3 ､ 七
間町 1
四組年番7
町 と町方丁
蔑惣代9 町
10 安政 2年12月11日
伝馬町助人 足規定
延長の件､ 町方 ･
宿方合意に つ き届
虫
Eヨ
町方惣代 (束) 呉服町1 ､ 呉服
町2 (西)本通3 ､ 新通6(南)
両替町3 ､ 両替町4 (北) 宮ケ
崎町､ 茶町1
人宿町1
･ 2 ､ 人
宿町3
町方惣代 -
火消年番8
町
ll 安政3年5月21日 奉行所前溜小屋再建につ き願書･
町方惣代 (南) 両替町3 ､ 両替
町4 (西)新通6 ､ 本通3(東)
呉服町1 ､ 呉服町2 (北) 宮ケ
崎町､ 茶町 1
本通9 ､
本通8
町方惣代 -
火消年番8
町
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12 安政3年11月14日
駿府城普請他領の
百人火消南組年番 ･ 下石町2 ､
下石 町3 北観年番 ･ 安西1 ､
上 魚町南側 西 組年番 ･ 朋屋
町 ､ 新通 7 乗組年番 ･ 呉服町 四
つ 足
町､ 本通
1 ､ 本通
2
火消年番8
者落札に つ き城下 4 ､ 呉服町3 / 町方惣代 . 茶町 町と町方惣
で請け負う旨願書 1 ､ 本 通9､ 呉 服 町 1 ､ 柚 木
町､ 寺町 4 ､ 本通3 ､ 上石 町1
･ 2 ､ 本通 5 ､ 土太夫町 ､ 安倍
町
代10 町
13 安政 5年1月13日
釆払底に つ き他村
よりの城蔵買納栄
火消組年番(束)呉服町5 (南)
七間町3 ､ 人橋町3 (西) 本通 呉 服 町 火消年番 7
9 ､ 上石 町1 ･ 2 北 安西 2 ､ 6 ､ 江川 町と町方惣
停止 の 願書 本通 1/町方惣代 下横 田町 ､
寺町4 ､柚木町 ､本通5 ､ 安倍町
町 代5町
14 安政 5年1月23日 買納釆停止継続の願書
火消組年番 (束)呉服町5 (南)
七 間町3 ､ 人相町3 (西) 本通 呉 服 町 火洞年番7
9 ､ 上石町1 ･ 2(北)安西2 ､ 6 ､ 江川 町と町方惣
本通 1/ 町方惣代･ 下横田町､
寺町 4 ､柚木町 ､ 本通5 ､安倍町
町 (東) 代5町
1 5 安政 5年5月7 日 町奉行交代見送り方に つ き願書
四組年番 (莱) 呉服町5 ､ 呉服
町6 (西) 本通9 ､ 上石町 1 ･
2(南)七間町3 ､ 入棺町3(北)
安西2 ､ 本通1/町方惣代 ･ 安
倍町､茶町1 ､新通1 ､ 下横田町
両 替 町
5 ､ 両替
町6 ､ 両
替町4
四組年番8
町と町方惣
代4町
16 安政 5年8月
異病流行祈時につ
き奉行所 へ 提出の
手札
町方惣代 (西) 上石町 1 ･ 2 ､
本通9 (束) 呉服町6 ､ 呉服町
5 (北) 本通1 ､ 安西2 (南)
七間町3 ､ 人指町3
下魚町､
江尻町､
平屋町
町方惣代 -
火消年番8
町
17 安政 5年9月15 日 町方御救仕法金払
い 下 げ願
町方惣代 (莱) 両替町 5 ､ 両替
町6 ､ 呉月即汀2 ､ 下横田町(簡)
梅屋 町､ 本通8 ､ 本通9 ､ 上石
町1 ･ 2 (南) 寺町1 ･ 2 ､ 寺
町3 ､ 寺町4 ､ 札之辻町 (北)
不通1 ､ 材木町 ､ 安西3 ､ 安西
4
下 石 町
1 ､ 下石
町2 ､ 下
石町3
町方惣代 -
火消年番16
町
18 安政6年3月3 日
代替祝儀出府惣代
帰国に つ き出迎え
町惣代
出迎町惣代 束組年番 ･ 両替町
5 ､ 両替町6 南組年番 ･ 寺町
1 ･ 2 ､ 寺町3 北組年番 ･ 本
通2 ､ 安西3 西組年番 ･ 本通
8 ､ 本通9/ 本通3 ､ 安西4 ､
柚木町 ､ 呉服町1 ､ 江川町､ 下
横田町､ 人宿町3 ､ 両替町3
梅屋 町､
上石町1
･ 2
出迎町惣代
は火消年番
8町と他8
町
19 万延元年12月11日
伝馬町助人足規定
延長の件 ､ 町方 ･
宿方合意につ き届
番
町方惣代 (莱) 江川町､ 新谷町
(蘭)新通大工 町 ､ 本通6 (南)
下石 町1 ､ 下桶屋 町 (北) 安西
5 ､ 四 つ 足町
茶町 1 ､
茶町2 ､
土太夫町､
柚木町
町方惣代 -
火消年番8
町
20 文久元年12月23 日 国衆安値 にて払い下げ願
火消四組年番 (莱) 鋳物師町､
八幡町 (西) 本通 5 ､ 新通3 ･
4 (南) 寺町4 ､ 下魚町 (北)
馬場町､ 安倍町/ 町方惣代･ 柚
木 町､ 安 西 5 ､ 安 西3 ､ 江 川
町 ､ 本通9
両 替 町
5 ､ 両替
町6 ､ 両
替町4
火滑年番8
町と町方惣
代5町
21 文久2年2月6 日 清水入津栄払い 下
げ願
火消四組年番 (束) 鋳物師町､
八幡町 (西) 本通5 ､ 新通3 ･
4 (南) 寺町4 (北) 馬場町/
(町方惣代)両替町5 ､ 江川町､
柚木町 ､安西3 ､安西5 ､本通9
下魚町､
平屋 町､
江尻町
火消年番6
町と町方惣
代6町
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22 文久2年 5月23日 囲米払
い 下 げに つ
き諸人周請取書 目 ､ 下魚町 (北組) 馬場町 ､ 安倍町(北) /町方惣代 相木町 ､
安 西 5丁 目 ､ 同3丁 目 ､ 江 川
町 ､ 本通9丁 目 ､ 両替町 5丁 目
七 間町1
丁 目 ､ 同
3 丁 目､
同 2丁 目
火消年番8
町と町方惣
代6 町
23 文久2年7月2 日
天 明度会御下 げに
つ き町方手当栄買
い 入れ の 旨願書
四組年番 (東) 鋳物師町 (西)
本通 5 (南) 寺町4 (北組) 安
倍町/ 町方惣代 安西5 ､ 柚木
町 ､ 両替町 5､ 本通9
両 替 町
1 ､ 両替
町2 ､ 両
替町3
火消年番4
町と町方惣
代4町
24 文久2年10月16日 御
上洛に つ き御目
町方丁頭惣代 (東) 院内町 ､ 上
横田町 (南) 札之辻町 ､ 七間町
1 (西) 西寺町大鋸町 (北) 材 人 宿 町3 ､ 人宿
町1 ･ 2
町方丁頭惣
代は火消年
見原 本 町/ 柚 木町､ 安 西3 ､ 安 西
5 ､ 両替町 5､ 本通9 ､ 土太夫
町､ 茶町1 ､ 安倍町
番6 町と他
8 町
25 文久2年12月6 日 御上洛に
つ き宿泊
四親牛番 (束) 院内町 ､ 上横 田
町 (西) 新通7 ､ 西寺町大鋸町
(北) 材木町､ 土太夫町 (南)
新通1 ､
寺町4 ､
寺町3 ､
寺町 1 ･
2
火消年番8
町 と町方惣
代6町
入用負担願 札之辻町 ､ 七間町 1/ 町方惣代
･ 江川 町､ 両替町5 ､ 軸木町 ､
安西 5､ 安西3 ､ 本通9
26 文久3年2月5 日 町方非常備手当金
町方惣代 (栄) 院内町 ､ 上横 田
町 (西) 酉寺町大鋸町 ､ 新通5
(北) 土太夫町 ､ 材木町 (南)
寺町 1 ･
2 ､ 寺町
3 ､ 寺町
4 ､ 新通
1/ 新通
5 ､ 新通
3 ･ 4
町方惣代は
火消年番8
町と他6町
上納願 札之辻町 ､ 七間町 1/安西5 ､
安西3 ､ 柚木町 ､ 両替町 5 ､ 江
川町､ 本通9
27 文久3年2月14日 御
上洛に つ き御日
四組年番 (東) 院内町 ､ 上横 田
町 (北)土太夫町､ 材木町(西)
西寺町大鋸町 (南) 札之辻町 ､ 新通5 ､新通3 ･
4
火消年番 7
町と町方惣
代 7町
見願 七間町l/町方惣代 ･ 柚木町 ､
両替町 5 ､ 安西 5 ､ 安西3 ､ 本
通9 ､ 茶町 1 ､ 安倍町
28 文久3年5月3日
一 橋中納言通行 に
町方惣代四組年番 (莱) 上横田
町 ､ 院内町 (西) 新通 5 ､ 西 寺 本通9 ､
本通8
町方惣代火
消年番8名
つ き伝馬助人足勤 町大鋸町 (南) 七 間町1丁 目 ､
方願 札之辻町 (北) 土太夫町 ､ 材木
町
29 文久3年5‾月14日 安倍川水防普請
へ
町方惣代 (莱) 上棟田町 ､ 鋳物
欝指)(y?piW苧,5丸望諾否野 本通9 ､ 町方惣代は火消年番8
町と他5町
の負担免除願 材木町､ 土太夫町/柚木町 ､ 両
替町 5 ､ 江川町 ､ 安西3 ､ 安西
5
本通8
30 文久3年7月6 日 御上洛下賜金
二千
両論取審
四組年番惣代(南)札之辻町(西)
新通5 (北).院内町/町方丁 頭
惣代 ･ 江川町 ､ 安西3 ､ 本通9
本通7.､
本通6
火消年番惣
代 3町と町
方丁頭惣代
3 町
31 文久3年7月9 日 御上洛下賜金割賦
四組年番惣代(莱) 院内町 (西)
西 寺町大鋸町(南)札之辻町(北) 本通 7 ､ 火消年番惣代4 町と他
6町
につ き届書 材木町/柚木町､ 両替町5､ 江
川町､ 安西 3 ､ 安西 5 ､ 本通 9
本通6
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32 文久3年7月12日 御上洛下賜金割賦に つ き請取書
四組年番惣代 (莱)上横田町 ､
院内町 (南) 札之辻町 (北) 材
木町/町方丁頭惣代 ･ 柚木町､
両替町5 ､ 江川町 ､ 安西 3 ､ 安
西 5 ､ 本通9 ､ 安倍町
本通 7 ､
本通6
火消年番4
町と町方丁
頭惣代7町
33 文久3年7月12日 御上洛下賜金割賦の上 ､ 残金上納願
四組年番惣代 (莱)上横田町､
院内町 (南) 札之辻町 (北) 材
木町/町方惣代 ･ 柚木町､ 両替
町5 ､ 江 川 町 ､ 安 西3 ､ 安 西
5 ､ 本通9 ､ 茶町1 ､ 安倍町
本通 7 ､
本通6
火消年番4
町と町方惣
代8 町
34 文久4年1月19 日 小銭払底
につ き銭
四組年番 (東)下横田町､ 横内
町(西)新通6 ､ 上大工町 (南)
人宿町1 ･ 2 ､ 七間町2 (北) 馬場町 ､官 ケ 崎
町 ､ 車町
火消年番8
町と町方惣
代6 町
払い 下げ願 上桶屋町 ､ 御器屋 町/町方惣代
･ 柚木町､ 江川町､ 両替町 5 ､
安西3 ､ 安西 5 ､ 本通 9
35 元治元年5月26 日
銭払い下 げに つ き
入用次第上納の 旨
届書
四組年番 (西) 上大工町 (南)
入荷町1 ･ 2(北)上桶屋町(莱)
横内町/町方惣代 ･ 江川町､ 両
替町5
安西 1 ､
安倍町､
安西2
火滑年番4
町と町方惣
代2町
36 元治2年4月1 日
東照宮二 百年神忌
に つ き久能山 へ 干
菓子に加えて御神
酒献上したき旨願
四組年番 (栄) 呉服町2 (西)
本通4 (南) 江尻町 (北) 茶町
2
紺屋 町､
新谷町､
横内町
火消年番4
町
37 慶応元 年7月2 日 国衆払い 下 げ願
四組年番 (束) 呉服町1 ､ 呉服
町2(西) 本通4 ､ 新通7 (北)
上下草深町 ､ 茶町2 (南) 江尻
町 ･ 平屋 町/町方惣代 ･ 呉服町
3 ､ 札之 辻 町､ 江 川 町 ､ 柚 木
町 ､ 本通9 ､ 両替町5 ､ 安西3
平屋 町 ､
江尻町 ､
下魚町
火消年番8
町と町方惣
代7町
き り せ 火 割 も と 肩 強 が べ て
る
､ ､
消 を 以 正 は 審 す ､ ル い
o
都 願 年 補 上 式 ､ き る そ は る
市 書 番 完 の に 都 で 役 れ も と
運 の と 点 認 市 火 割 に ち い
営 連 協 補 か め 運 消 を 次 ろ う
機 署 議 強 ら ら 営 清 栄 ぐ ん 事
能 に す す
､
れ 上 動 た 形 惣 実
の 加 る る 火 て の 以 し . 態 町 は
強 え こ 機 潤 い 機 外 て と の 注
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